
           

    

   

  

三
月
十
二
日
（
木)

に
予
定
さ
れ

て
い
た
第
二
回
夕
鶴
の
里
運
営
協

議
会(

川
合
ひ
さ
子
会
長)

が
、 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
の
為
、
中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

委
員
の
方
へ
は
、
資
料
の
配
付

(

郵
送)

で
対
応
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
三
月
に
予
約
が
入
っ
て
い

た
そ
ば
打
ち
体
験
な
ど
も
、
キ
ャ
ン

セ
ル
に
な
り
、
異
例
の
事
態
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
一
日
で
も
早
く
終

息
す
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。 

           

令
和
元
年
度
に
行
わ
れ
た
事
業

並
び
に
関
連
事
業
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

 
◇
夕
鶴
の
里
友
の
会
総
会 

 
 

四
月
十
四
日
（
日
） 

◇
第
十
七
回 

民
話
の
語
り
駅
伝 

 
 

五
月
二
十
六
日
（
日
） 

◇
フ
ィ
ー
ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

民
話
語
り
部
体
験
講
座 

 
 

五
月
～
六
月
の
週
末
四
日
間 

山
形
大
学
の
三
年
生
十
八
名 受

講 

            

◇
夕
里
友
の
会
研
修
旅
行 

 
 

六
月
八
日(

土) 

村
山
地
区
め
ぐ
り 

◇
蚕
の
飼
育
事
業
（
ま
ゆ
の
里
事
業
） 

 

六
月
五
日(

水)

～
三
十
日(

日) 

二
十
六
日
間 

※
夕
鶴
の
里
資
料
館
は
じ
め
、 

八
施
設
で
飼
育 

◇
第
二
十
回
「
語
り
部
養
成
講
座
」 

 
 

六
月
～
八
月 

(

六
回
開
催) 

（
大
人
四
名
・
小
学
生
二
名
受
講
）  

◇
語
り
部
養
成
講
座
講
演
会 

七
月
十
四
日(

日) 
 

 
 

講
師
： 

多
勢
久
美
子
さ
ん 

（
島
根
県
在
住
） 

        

  

◇
昔
の
あ
そ
び
体
験 

七
月
・
九
月
・
十
一
月
・
一
月 

◇
染
め
織
り
体
験
学
習
事
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ま
ゆ
の
里
事
業
） 

 
 

八
月
～
九
月(

四
回) 

 

◇
第
二
十
一
回
「
子
ど
も
ま
つ
り
」 

 
 

九
月
二
十
二
日(

日) 
 

 
 

 

内
容
：
東
北
文
教
大
学
児
童
文

化
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る

人
形
劇
、
ボ
ー
ド
ビ
ル
、

紙
芝
居
な
ど 

◇
第
二
十
回
「
民
話
ま
つ
り
」 

 
 

十
月
六
日
（
日
） 

第
一
部 

民
話
会
ゆ
う
づ
る
の

語
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

菅
野
敏
子
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

堀 

敏
子
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

安
部
晶
子
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

髙
橋
弘
美
さ
ん 

第
二
部 

長
沢
登
代
さ
ん
と
島

貫

貞

子

さ

ん

の 
 

語
り
＆
ト
ー
ク 

 
 

 

                        



◇
民
話
口
演
事
業 

（
二
月
末
時
点
） 

民
話
口
演

428
回 

 
 

 
 

 

出
前
口
演
33
回 

 

☆
入
館
者
四
十
万
人
達
成 

 
 

十
二
月
七
日
（
土
） 

 
 

 

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館 

友
の
会
御
一
行
様 

            

特
別
展 

◆
「
近
代
女
性
の
憧
れ
展
」 

 
 

 

十
月
十
二
日
（
土
）
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
月
十
五
日
（
日
） 

          

関
連
事
業 

☆
第
十
回 

「
お
き
た
ま
語
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

 
 

六
月
十
六
日(

日) 

 
 

会
場
：
夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

☆
第
八
回
南
陽
こ
ど
も
芸
術
祭
へ
の 

参
加 

 
 

十
一
月
十
日
（
日
） 

会
場
：
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う
ホ
ー
ル 

「
夕
鶴
っ
子
の
会
」
五
名
出
演 

 

         

体
験
学
習 

（
二
月
末
時
点
） 

◇
機
織
り
体
験 

432
名 

◇
そ
ば
打
ち
体
験 

四
団
体(

85
名) 

  

令
和
元
年
度
も
あ
と
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
多
く
の
皆

様
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
ま

し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

  

み
よ 

  

二
月
十
六
日(

日)

、
車
い
す

旅
行
家
の
三
代

み

よ

達
也
さ
ん
が
、

山
形
バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
ツ
ア

ー
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
の
加
藤

健
一
さ
ん
と
来
館
さ
れ
、
置
賜

地
方
の
方
言
た
っ
ぷ
り
の
民
話

を
聞
い
て
行
か
れ
ま
し
た
。 

 

方
言
は
所
々
分
ら
な
い
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
南

陽
市
の
漆
山
に
「
鶴
の
恩
返
し
」 

の
民
話
が
昔
か
ら
語
り
伝
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
事
に
感
動
し

て
い
た
よ
う
で
し
た
。 

 

前
日
は
え
く
ぼ
プ
ラ
ザ
で
の

講
演
会
が
あ
り
、
ま
た
当
日
も

お
忙
し
い
日
程
の
中
で
当
館
に

ご
来
館
頂
き
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
く

だ
さ
い
ね
。 

 
 

 

       

  

 


